
○ 鳥取大学大学院連合農学研究科履修規程 

 

                             平成２０年２月 1 5 日  

                             連合農学研究科規則第２号  

 

（趣旨） 

第１条 鳥取大学大学院連合農学研究科における授業科目の履修については、鳥取大学大学

院学則に定めるもののほか、この規程の定めるところによる。 

 

（教育課程） 

第２条 各専攻の教育課程は、別表のとおりとする。 

 

（指導教員） 

第３条 連合農学研究科長（以下「研究科長」という。）は、入学した学生にそれぞれ主指導

教員及び副指導教員を定める。 

２ 主指導教員は、授業科目の履修、学位論文の作成等に関し指導助言を行う。 

３ 副指導教員は、教員２人とする。 

 

（履修方法） 

第４条 学生は、「科学コミュニケーション」と専攻の「特別実験」及び「特別演習」を必修

とし、合計 12 単位以上を履修しなければならない。ただし、他の専攻区分の授業科

目は履修することができない。 

 

（履修科目の届出） 

第５条 学生は、履修しようとする授業科目を、毎学年始めの月の月末までに、主指導教員

の指導により履修計画届に必要事項を記入の上、研究科長に届出なければならない。 

 

（単位の認定） 

第６条 授業科目の単位の認定については、別に定める。 

 

（既修得単位の認定） 

第７条 学則第２７条に規定する本研究科に入学した学生が，入学する前に大学院において

履修した授業科目について修得した単位等の認定は，当該学生が所属する専攻においてあ

らかじめ審査のうえ，本研究科委員会が行う。 

２ 前項の規定により履修したものと認定された授業科目の単位数のうち，１０単位を超え

ない範囲で第４条に定める課程修了の要件となる授業科目の単位数として認定することが

できる。 

 

 

 

 



   附 則 

 この規程は、平成２０年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２３年２月１８日連合農学研究科規則第１号） 

 この規程は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年２月１９日連合農学研究科規則第６号） 

  この規程は、平成２８年２月１９日から施行し、改正後の第７条の規定は、平成２８年

度入学生から適用する。 

 



別 表 

鳥取大学大学院 連合農学研究科（博士課程）教育課程表 
 

区分 授業科目 
履修年次 

単位数 
開講 
時期 

必修・ 
選択 

担当教員 備考 
１年次 ２年次 ３年次 

研
究
科
共
通 

農学特論Ⅰ ◎     1 前期 選択 ６連大教員12名   

農学特論Ⅱ ◎     1 後期 選択 ６連大教員12名   

生物生産科学特論Ⅰ   ◎   1 前期 選択 専攻教員３名 隔年開講 

生物生産科学特論Ⅱ   ◎   1 前期 選択 専攻教員３名 隔年開講 

生物環境科学特論Ⅰ   ◎   1 前期 選択 専攻教員３名 隔年開講 

生物環境科学特論Ⅱ   ◎   1 前期 選択 専攻教員３名 隔年開講 

生物資源科学特論Ⅰ   ◎   1 前期 選択 専攻教員３名 隔年開講 

生物資源科学特論Ⅱ   ◎   1 前期 選択 専攻教員３名 隔年開講 

国際乾燥地科学特論Ⅰ   ◎   1 前期 選択 専攻教員３名 隔年開講 

国際乾燥地科学特論Ⅱ   ◎   1 前期 選択 専攻教員３名 隔年開講 

科学コミュニケーション   ◎   1 後期 必修 
専任教員および
各専攻より１名   

生
物
生
産
科
学 

専
攻 

生物生産科学教育指導     ◎ 1 前期又は後期 選択 主指導教員   

海外実習  ◎  1 前期又は後期 選択 主・副指導教員  

生物生産科学特別実験 ◎ ◎   2 前期又は後期 必修 主・副指導教員  

生物生産科学特別演習 ◎ ◎ ◎ 6 通年 必修 主・副指導教員  

生
物
環
境
科
学 

専
攻 

生物環境科学教育指導     ◎ 1 前期又は後期 選択 主指導教員   

海外実習  ◎  1 前期又は後期 選択 主・副指導教員  

生物環境科学特別実験 ◎ ◎   2 前期又は後期 必修 主・副指導教員  

生物環境科学特別演習 ◎ ◎ ◎ 6 通年 必修 主・副指導教員  

生
物
資
源
科
学 

専
攻 

生物資源科学教育指導     ◎ 1 前期又は後期 選択 主指導教員   

海外実習  ◎  1 前期又は後期 選択 主・副指導教員  

生物資源科学特別実験 ◎ ◎   2 前期又は後期 必修 主・副指導教員  

生物資源科学特別演習 ◎ ◎ ◎ 6 通年 必修 主・副指導教員  

国
際
乾
燥
地
科
学 

専
攻 

国際乾燥地科学教育指導     ◎ 1 前期又は後期 選択 主指導教員   

海外実習  ◎  1 前期又は後期 選択 主・副指導教員  

国際乾燥地科学特別実験 ◎ ◎   2 前期又は後期 必修 主・副指導教員  

国際乾燥地科学特別演習 ◎ ◎ ◎ 6 通年 必修 主・副指導教員  

１）修了に必要な最低単位数は 12 単位（必修９単位，選択３単位）． 

２）○○科学特論Ⅰ（日本語），○○科学特論Ⅱ（英語）は交互に隔年開講とする．また，○○科学特論Ⅰ（日本語），○○
科学特論Ⅱ（英語）は８月に開講する．10 月入学の学生にあっては１年次から受講できる． 

３）原則，自分の年次より上の履修年次の授業科目は履修できない．ただし，早期修了予定者の特別演習は，主指導教員と
相談した上で，３年次分を２年次に繰り上げて履修することができる． 
   

 


